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6 月定例会開催

た
こ
と
、
離
島
活
性
化
交
付

金
関
連
で
、
定
住
促
進
、
交

流
促
進
、
安
心
安
全
向
上
の

３
本
の
事
業
の
柱
が
示
さ
れ

た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
農
水

産
物
輸
送
コ
ス
ト
の
個
人
負

担
を
６
分
の
１
に
軽
減
す
る

よ
う
に
し
た
こ
と
、
佐
世
保

市
と
の
観
光
圏
事
業
が
始
ま

る
こ
と
な
ど
の
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
３
人
の
議

員
が
登
壇
し
、「
消
防
分
団

詰
所
ト
イ
レ
の
多
用
途
化
」

に
つ
い
て
、「
野
崎
島
の
自

然
再
生
」
に
つ
い
て
、「
国

の
農
業
政
策
と
本
町
の
農
業

振
興
策
」
に
つ
い
て
、
町
長

の
考
え
を
質た

だ

し
ま
し
た
。（
関

連
記
事
は
６
～
８
ペ
ー
ジ
）

　

議
案
は
、専
決
処
分
２
件
、

条
例
改
正
案
２
件
、
職
員
の

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

案
１
件
、
そ
し
て
、
一
般
会

　

6
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で

の
3
日
間
の
会
期
で
6
月
定

例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
の
申
し
合
わ
せ
に
よ

り
、
6
月
定
例
会
と
9
月
定

例
会
は
夜
間
議
会
を
実
施
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

夜
間
議
会
の
冒
頭
、
4
月

4
日
、
急

き
ゅ
う
せ
い
逝
し
た
山
田
前
町

長
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し

た
。
合
併
問
題
な
ど
岐
路
に

立
つ
小
値
賀
町
を
自
律
の
道

に
導
き
、
数
々
の
難
局
を
議

会
と
と
も
に
乗
り
切
っ
て
き

た
の
で
、
戦
友
の
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
謹
ん
で
哀あ

い
と
う悼
の

意
を
表
し
ま
し
た
。

　

町
長
の
行
政
報
告
に
も
、

山
田
前
町
長
の
業
績
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
診
療
所
所
長

が
大
住
元
医
師
か
ら
田
中
敏

巳
医
師
へ
代
わ
り
、
田
中
慶

太
医
師
の
２
人
態
勢
に
な
っ

 急
きゅうせい

逝された山田前町長のご冥福を祈り黙とうを捧
ささ

ぐ！
岐路に立つ小値賀を自律の道に導き、その後の数々の荒波を議会とともに乗り越えてきた、まさに共闘の士でした。

計
補
正
予
算
の
合
わ
せ
て
６

件
と
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告
１
件
で
し
た
。

　

今
回
の
主
な
議
案
は
、
話

題
に
な
っ
て
い
る
国
家
公
務

員
給
与
の
減
額
に
よ
り
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
が
一
〇
〇
を

超
え
る
自
治
体
が
増
え
た
た

め
に
、
地
方
に
も
削
減
を
間

接
的
に
求
め
る
と
い
う
事
に

関
す
る
も
の
で
す
。

　

地
方
分
権
の
時
代
で
す
か

ら
、
中
央
か
ら
の
強
制
は
で

き
な
い
の
で
、
地
方
交
付
税

の
算
定
に
よ
り
給
与
の
減
額

を
促
す
方
法
を
国
は
と
っ
て

い
ま
す
。

　

職
員
の
給
与
に
関
し
て
は

条
例
で
定
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
回
、
減

額
の
た
め
の
条
例
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
職
員
の
給
与

削
減
に
対
し
て
、
議
会
も

夜
間
議
会
に
８
人
？
の
傍
聴
者

　
職
員
の
給
与
削
減
特
例
の
条
例
可
決
！
合
わ
せ
て
議
員
も
報
酬
削
減
特
例
条
例
を
提
出
！

コ
ス
ト
の
軽
減
化
の
た
め
の

補
助
率
ア
ッ
プ
に
関
す
る
も

の
、
旧
高
校
住
宅
の
購
入
と

改
修
関
連
予
算
と
空
路
の
活

用
関
連
予
算
な
ど
で
す
。

　

空
路
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
毎
週
土
・
日
曜
日
に
限

り
小
値
賀
と
福
岡
の
空
の
便

を
開
設
す
る
と
い
う
も
の

で
、
７
月
か
ら
来
年
３
月
を

目
途
に
、
佐
賀
航
空
か
ら

チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
形
で
運
航

す
る
も
の
で
す
。（
関
連
記

事
は
４
ペ
ー
ジ
）

　

黙
っ
て
み
て
い
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
し
て
、
職
員
と

同
様
の
期
間
、
議
員
報
酬
の

５
％
の
削
減
条
例
を
提
出
し

可
決
し
ま
し
た
。（
関
連
記

事
は
５
ペ
ー
ジ
）

　

傍
聴
者
は
８
人
で
し
た

が
、
み
な
さ
ん
熱
心
な
ま
な

ざ
し
で
身
近
な
問
題
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

昼
間
勤
め
て
い
る
方
な
ど

の
た
め
に
、
夜
間
議
会
を
実

施
し
て
い
る
の
で
す
が
、
傍

農
水
産
物
の
流
通
コ

ス
ト
を
さ
ら
に
軽
減

小値賀町議会だより第 84 号（２）小値賀町議会だより第 84 号（３）

聴
さ
れ
た
方
の
顔
ぶ
れ
は
あ

ま
り
変
わ
り
が
な
い
よ
う

な
・
・
・
。

　

小
値
賀
の
民
主
主
義
、
こ

れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か

ね
？

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主

な
も
の
は
、
離
島
活
性
化
交

付
金
を
活
か
し
た
離
島
流
通

夜間議会の傍聴に向かう皆様



去る 3 月 27 日に開かれた臨時議会において、審議したのは、次の 4 件でいずれも原案どおり

可決しました。

        ◎平成 24 年度小値賀町一般会計補正予算（第 7号）

　        歳入歳出それぞれ 1 億 950 万円を追加し、　総額を 34 億 3331 万円に。

　　　（歳入の主なものは、地方交付税で、そのほとんどの 1 億 870 万円を４つの基金に

　　　  積み立てました。)

　　◎平成 24 年度小値賀町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 2号）

　　　歳入歳出それぞれ 82 万 3000 円を追加し、総額を 4392 万円に。

　　その他

　　◎辺地に係る公共的施設の総合整備計画の追加

　    ◎小値賀町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例

小値賀町議会だより第 84 号（４）小値賀町議会だより第 84 号（５）

《
主
な
質
疑
》

問　

住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー

　
　

ム
費
用
補
助
事
業
の
内
容

　
　

は
？

答　

既
存
住
宅
の
改
修
工
事
で
、

　
　

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
安
全
型
、

　
　

②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
、
③

　
　

防
災
型
の
工
事
に
対
す
る

　
　

補
助
で
あ
り
、
工
事
費
合

　
　

計
が
50
万
円
以
上
が
対
象

　
　

と
な
り
、
そ
の
額
の
５
分

　
　

の
１
を
補
助
す
る
。

問　

宮
崎
町
の
旧
高
校
職
員
住

　
　

宅
購
入
費
に
つ
い
て
の
内

　
　

容
は
？

答　

本
町
の
公
営
住
宅
不
足
解

　
　

消
策
の
一
環
で
、
旧
高
校

　
　

職
員
住
宅
を
県
か
ら
買
入

　
　

れ
、
改
修
し
貸
し
付
け
る

　
　

よ
う
に
す
る
も
の
。
住
宅

　
　

は
２
棟
で
４
戸
。
水
回
り

       
や
外
壁
等
を
改
修
し
た
上

       

で
、
正
式
に
供
用
開
始
す

       

る
。

問　

教
育
旅
行
支
援
金
の
内
容

　
　

は
？

答　

修
学
旅
行
生
を
対
象
に
、

　
　

国
庫
支
出
金
の
離
島
活
性

　
　

化
交
付
金
を
活
用
し
て
、

　
　

割
高
感
の
あ
る
離
島
ま
で

　
　

の
交
通
費（
フ
ェ
リ
ー
代
）

　
　

の
半
額
程
度
を
補
助
す
る
。

問　

農
水
産
物
出
荷
に
伴
う
費

　
　

用
補
助
（
離
島
流
通
コ
ス

　
　

ト
改
善
事
業
）
が
拡
大
さ

　
　

れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

　
　

の
内
容
は
？

答　

従
来
、
町
は
農
協
や
漁
協

　
　

を
通
じ
て
出
荷
す
る
農
水

　
　

産
物
の
輸
送
費
に
つ
い
て
、

　
　

個
人
負
担
分
の
半
分
を
補

　
　

助
し
て
い
た
。
今
回
、
国

　
　

が
輸
送
に
係
る
費
用
の
３

　
　

分
の
１
を
補
助
す
る
こ
と

　
　

に
踏
み
切
っ
た
た
め
、
国

　
　

の
補
助
分
を
加
味
し
て
個

　
　

人
負
担
分
の
６
分
の
５
を

　
　

町
が
補
助
す
る
こ
と
に
し

　
　

た
も
の
。（
島
外
出
荷
の

　
　

際
、
以
前
は
全
額
負
担
し

　
　

て
い
た
輸
送
代
が
６
分
の

　
　

１
に
軽
減
さ
れ
る
。）

問　

空
路
活
用
策
と
し
て
の
チ

　
　

ャ
ー
タ
ー
機
運
航
に
つ
い

　
　

て
の
内
容
は
？

答　

佐
賀
航
空
の
セ
ス
ナ
機
を
、

　
　

７
月
20
日
か
ら
半
年
間
、

　
　

毎
週
土
、
日
曜
日
に
チ
ャ

　
　

ー
タ
ー
し
運
航
す
る
も
の

　
　

で
、
航
空
路
は
小
値
賀
―

　
　

福
岡
間
の
み
を
運
航
し
、

　
　

料
金
は
一
人
一
万
円
。
完

　
　

全
予
約
制
で
受
け
付
け
る
。

　
　

お
ぢ
か
新
聞
、
チ
ラ
シ
、

　
　

旅
行
代
理
店
等
に
徹
底
し

　
　

た
周
知
を
行
い
、
お
客
様

　
　

の
利
便
性
向
上
と
交
流
人

　
　

口
の
増
加
を
目
指
す
。

　
職
員
の
給
与
削
減
の
特
例
条
例
可
決

　
見
過
ご
せ
な
い
と
し
て
、
議
会
も
報
酬
削
減
へ
！

◎
職
員
の
給
与
を
一
時
的
に
減
額
す
る
こ
と
に
！

　

震
災
復
興
財
源
確
保
の
た
め
の
国
家
公
務
員
給
与
の
削
減
を
踏
ま
え
、
特
別
職
を
除
く
小
値
賀

　

町
職
員
の
給
与
を
７
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
31
日
ま
で
の
９
ヶ
月
間
、
毎
月
の
給
与
を
平
均
一

　

人
約
2,3
％
削
減
す
る
も
の
で
す
。
総
額
で
６
５
０
万
円
の
削
減
に
な
り
ま
す
。

◎
職
員
だ
け
減
額
さ
せ
る
の
を
見
過
ご
せ
な
い
と
し
て
、
議
会
も
報
酬
を
削
減
す
る
条

　

例
案
を
提
出

　

国
は
国
家
公
務
員
給
与
削
減
に
合
わ
せ
て
地
方
公
務
員
も
削
減
さ
せ
る
た
め
に
地
方
交
付
税
を

　

利
用
し
て
地
方
自
治
体
に
対
応
を
迫
っ
て
い
ま
す
。
本
来
地
方
自
治
の
問
題
で
す
か
ら
、
地
方

　

が
自
主
的
に
行
う
べ
き
問
題
で
す
。
半
強
制
的
な
こ
の
よ
う
な
国
の
や
り
方
に
疑
問
を
覚
え
ま

　

す
。
職
員
だ
け
の
削
減
を
議
会
と
し
て
は
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
、
議
員
も
議
員

　

報
酬
の
５
％
を
削
減
す
る
と
し
た
条
例
案
を
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
提
出
し
こ
れ
を
可
決
し
た

　

も
の
で
す
。

そ
の
他
、
専
決
処
分
を
含
む
５
件
の
条
例
改
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
小
値
賀
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

◎
小
値
賀
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

◎
小
値
賀
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

◎
小
値
賀
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

◎
小
値
賀
町
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

平成 25 年第 2回臨時議会

毎週土・日に空の便

　小値賀―福岡便を就航

平成２５年度
小値賀町一般会計補正予算（第１号）

　 　　歳入歳出それぞれ 7130 万円を追加し、

             予算総額を 25 億 4130 万円に

《主な歳入補正》　　　　　　　　　《主な歳出補正》

地方交付税　 2430 万円           　　総務費　           1578 万 8000 円　

国庫支出金　 1241 万 5000 円        衛生費　             620 万円　

県支出金　　 2571 万 6000 円        農林水産業費　2896 万 1000 円　

諸収入　　　   266 万 9000 円　     商工費　           1330 万円　

町債　　　　   620 万円　               土木費　              150 万 8000 円　

                                                                   教育費　             446 万円　

歳出で主な項目は、旧高校職員住宅購入費、旅客機運航業務委託料、鳥獣被害防止総合対策事業補助金、

離島流通効率化・コスト改善事業補助金、21 世紀まちづくり事業委託料、学校備品購入費などです。

平成 25 年度小値賀町一般会計補正予算（第 1 号）は原案のとおり可決しました。

改修し貸し付け予定の旧高校住宅 佐賀航空の本社

条例関連



いっぱんしつもん一  般  質  問

小値賀町議会だより第 84 号（６）小値賀町議会だより第 84 号（７）

　

民
泊
や
修
学
旅
行
等
に
よ

り
、
今
後
益
々
増
え
続
け
る

観
光
客
等
や
地
区
住
民
の
外

出
時
に
利
用
す
る
「
公
衆
ト

イ
レ
が
少
な
い
」
と
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
。

　

公
道
に
面
し
た
各
分
団
の

詰
所
に
は
未
だ
ト
イ
レ
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
早
急
に
設
置
す
べ

き
だ
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
整
備
す
る
ト
イ

レ
は
、
内
か
ら
も
外
か
ら
も

出
入
り
で
き
る
仕
様
に
し

て
、
団
員
は
も
と
よ
り
、
町

民
や
観
光
客
も
自
由
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
よ

り
効
果
的
だ
と
考
え
る
。

　

今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
答
】
西
町
長

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
消
防

団
詰
所
の
ト
イ
レ
整
備
を
始

め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、「
長
崎
の
教
会
群

と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」

の
世
界
遺
産
登
録
が
実
現
し

た
ら
、
観
光
客
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

詰
所
の
ト
イ
レ
整
備
は
、

地
区
住
民
の
皆
さ
ん
が
外
出

時
に
利
用
す
る
こ
と
も
で
き

る
な
ど
、
合
理
的
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
消
防
団
に
管
理

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の

で
、
従
来
通
り
の
管
理
を
継

続
で
き
る
の
か
を
含
め
、
消

防
関
係
者
と
協
議
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
お
い
て
、

５
分
団
の
詰
所
を
一
般
利
用

と
併
設
の
方
向
で
、
計
画
を

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ト
イ
レ
が
未

整
備
の
詰
所
は
、
６
分
団
、

７
分
団
、
９
分
団
で
す
が
、

詰
所
自
体
が
老
朽
化
し
て
い

る
と
こ
ろ
、
下
水
道
の
本
管

が
敷
設
さ
れ
て
い
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

26
年
度
以
降
、
ト
イ
レ
を

整
備
す
る
に
あ
た
り
、
基
本

的
に
は
、
併
設
が
可
能
な
消

防
詰
所
に
つ
い
て
は
、
多
目

的
に
使
え
る
よ
う
に
整
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
は
「
攻
め
の

農
林
水
産
業
」
と
し
、
本
年

度
２
兆
２
，
９
７
６
億
円
計

上
し
、
成
長
戦
略
と
し
て
３

本
柱
を
立
て
た
。
そ
の
中
で

最
も
目
立
つ
の
が
農
業
農
村

整
備
事
業
費
の
増
額
で
あ

る
。　

　

本
町
に
お
い
て
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
や
農
地
集
積
化

等
を
含
め
国
の
事
業
費
を
活

用
し
て
強
固
な
農
業
基
盤
の

強
化
を
進
め
て
い
る
。

　

国
は
、
「
強
い
農
業
づ
く

り
交
付
金
」
等
も
含
め
て

「
15
か
月
予
算
」
と
し
て
切

れ
目
の
な
い
対
策
を
示
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
町
の
農
業
生
産
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
活

用
し
た
農
業
振
興
、
後
継
者

の
育
成
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

【
答
】
西
町
長

　

国
は
、
平
成
24
年
度
補
正

予
算
に
続
き
、
25
年
度
予
算

に
お
い
て
も
、
農
業
農
村
整

備
事
業
に
大
幅
な
増
額
と
な

る
予
算
措
置
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

各
種
事
業
に
よ
り
、
現
在

も
有
効
利
用
が
な
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
急
傾
斜
地
や
湿

地
等
の
、
耕
作
放
棄
地
が
増

え
つ
つ
あ
る
の
も
現
状
で

す
。
耕
作
放
棄
地
の
対
策
に

よ
り
、
22
年
度
か
ら
の
実
績

で
、
目
標
を
上
回
る
２
８
，

９
ha
の
解
消
の
実
績
が
挙

が
っ
て
い
ま
す
。

　

基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、

国
、
県
の
事
業
で
一
部
耕
作

放
棄
地
を
取
り
込
ん
だ
有
利

な
基
盤
整
備
事
業
も
あ
り
、

事
業
化
に
向
け
検
討
を
し
て

い
ま
す
。

　

農
地
の
集
積
化
等
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
進

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
担
い
手
農
家

へ
の
農
地
の
集
積
化
や
離
農

者
へ
の
支
援
な
ど
を
推
進

し
、
よ
り
強
固
な
活
力
の
あ

る
農
業
経
営
の
確
立
に
向
け

た
展
開
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
強
い
農
業
づ
く
り
交
付

金
」
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
肉
用
牛
で
の
里
山
放

牧
等
の
整
備
に
活
用
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
畜
産
業

の
振
興
と
里
山
保
護
、
さ
ら

に
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用

な
ど
、
有
効
活
用
す
る
た
め

の
再
検
討
を
今
後
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

後
継
者
支
援
対
策
と
し

て
、
県
補
助
事
業
を
活
用
し

た
ハ
ウ
ス
等
の
導
入
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、今
後
も
、

目
的
に
沿
っ
た
有
効
な
補
助

事
業
を
活
用
し
て
、
後
継
者

の
育
成
対
策
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
客
数
が
増
え
る
中
、
ト
イ
レ
問
題
に
消
防
団
詰
所
の
活
用
を
考
え
て
は
？

ト
イ
レ
を
多
目
的
に
使
え
る
よ
う
に
整
備
し
て
ま
い
り
ま

国
の
農
業
政
策
と
連
動
し
た
本
町
の
農
業
振
興
策
は
？

よ
り
活
力
の
あ
る
農
業
経
営
の
確
立
に
向
け
た
展
開
を
し
ま
す
！

近藤育雄議員伊藤忠之議員

　夜間議会となった今回の定例会一般質問には、3 人の議員

が登壇し、トイレ整備の問題、農業振興問題、野崎島自然環

境悪化に対する対策について町長に質問しました。

　傍聴者は 8 人と低調でしたが、みなさん熱心に耳を傾けて

おられました。

第 6 分団詰所を視察する総務文教厚生常任委員会

耕作放棄地の一部

　町長 　町長



いっぱんしつもん

　

５
月
28
日
に
第
一
作
業
部

会
、
５
月
27
日
に
第
２
作
業

部
会
、
５
月
29
日
に
第
３
作

業
部
会
の
初
会
合
を
開
き
、

作
業
手
順
や
テ
ー
マ
に
つ
い

て
確
認
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

議
会
に
と
っ
て
も
新
た
な

試
み
で
あ
り
、
具
体
的
に
協

議
を
進
め
る
に
も
ま
だ
ま
だ

ぎ
こ
ち
な
さ
が
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
意
欲
は
高

く
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
出

さ
れ
、
進
む
べ
き
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
複
数
の
選
択
肢

が
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う

で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
の
皆

さ
ん
も
お
疲
れ
の
と
こ
ろ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
夜
の
時
間

帯
に
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
会

議
に
出
席
い
た
だ
い
て
、
貴

重
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

第
１
作
業
部
会
は
、
議
員

３
人
、
女
性
１
人
、
男
性
５

人
の
計
９
人
。

　

全
体
的
に
は
産
業
全
体
が

テ
ー
マ
で
、
小
値
賀
島
を
国

に
見
立
て
て
、
外
貨
獲
得
と

内
需
拡
大
及
び
新
た
な
働
き

口
の
創
設
や
、
魅
力
あ
る
第

一
次
産
業
に
す
る
た
め
の
新

た
な
展
開
な
ど
を
協
議
し
て

い
ま
す
。

　

第
２
作
業
部
会
は
、
議
員

３
人
、
女
性
２
人
、
男
性
２　

人
の
合
計
７
人
。

　

主
に
、
本
土
と
の
交
通
問

題
、
高
齢
者
対
策
、
医
療
福

祉
や
住
環
境
整
備
に
関
す
る

テ
ー
マ
で
す
。
航
路
の
安
定

化
や
ス
ピ
ー
ド
化
及
び
運
賃

の
低
廉
化
を
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
実
現
で
き
る
の
か
な
ど
、

現
状
の
問
題
点
を
抽
出
し
な

が
ら
、
将
来
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

ま
す
。

議会版 10 か年総合計画作業部会活動を開始！

小値賀町議会だより第 84 号（８）小値賀町議会だより第 84 号（９)

　

第
３
作
業
部
会
は
、
議
員

３
人
、
女
性
３
人
、
男
性
２　

人
の
合
計
８
人
。

　

新
た
な
魅
力
あ
る
生
活
環

境
づ
く
り
や
特
徴
あ
る
島
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
し
て
協
議

を
重
ね
て
い
ま
す
。
子
育
て

　

野
崎
島
は
、
野
生
の
九
州

シ
カ
の
食
害
に
よ
り
、
赤
土

が
む
き
出
し
に
な
る
ほ
ど
荒

廃
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら

の
自
然
を
再
生
す
る
方
法
は

検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
全
体
像
に
つ
い

て
伺
う
。

　

又
、
自
然
再
生
協
議
会
を

作
り
、
環
境
省
に
提
案
し
、

自
然
再
生
法
に
の
っ
と
り
事

業
の
推
進
を
す
る
考
え
は
な

い
か
を
伺
う
。

【
答
】
西
町
長

　
「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ

ス
ト
教
関
連
遺
産
」
と
し
て

世
界
遺
産
を
目
指
し
て
い
る

中
で
、
旧
野
首
教
会
が
あ
る

野
崎
島
は
、
最
も
力
を
入
れ

て
環
境
保
全
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
況
の
ま
ま
で
放
置
す
る

に
は
重
大
な
問
題
が
あ
る
と

認
識
し
、
国
・
県
に
対
し
森

林
の
再
生
に
向
け
て
施
策
は

無
い
か
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
保
安
林
と
し
て
の

整
備
、
土
砂
流
出
に
よ
っ
て

お
こ
る
漁
業
災
害
の
観
点
か

ら
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
採
択
ま
で
に
は
難
題
が

数
多
く
、
苦
慮
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

一
般
的
に
は
「
シ
カ
の
食

害
」
が
一
番
大
き
な
要
因

で
、
そ
れ
に
加
え
て
気
象
条

件
な
ど
い
く
つ
か
の
要
因
が

重
な
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

現
在
、
県
と
協
議
中
の
段

階
で
す
が
、
野
崎
ダ
ム
北
側

の
防
鹿
フ
ェ
ン
ス
の
補
修
に

つ
い
て
は
事
業
化
に
向
け
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
の
、「
自
然
再
生

推
進
法
」
に
基
づ
く
事
業
で

す
が
、
自
然
再
生
を
総
合
的

に
推
進
し
、
生
物
多
様
性
の

確
保
を
通
じ
て
自
然
と
共
生

す
る
社
会
の
実
現
を
進
め
る

事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
使

い
勝
手
の
問
題
も
あ
り
、
こ

の
法
律
に
よ
る
事
業
推
進
は

難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

シ
カ
牧
場
を
利
用
し
て
の

頭
数
調
整
や
イ
ノ
シ
シ
の
駆

除
等
も
あ
り
、
こ
の
法
律
に

基
づ
く
事
業
と
し
て
環
境
庁

の
他
に
農
林
水
産
省
、
国
土

交
通
省
の
事
業
も
メ
ニ
ュ
ー

野
崎
島
の
自
然
環
境
が
著
し
く
荒
廃
し
て
い
る
が
、
そ
の
対
策
は
？

あ
ら
ゆ
る
事
業
に
つ
い
て
調
査
中
で
す
！

に
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
詳

細
を
調
査
中
で
ご
ざ
い
ま

す
。　

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

諦
あ
き
ら

め
な
い
こ
こ
ろ
が
地
域
を
つ
く
る

　
　

―
議
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
で
総
合
計
画
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。
―

宮﨑良保議員

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
で

は
、
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ

く
り
や
ご
み
問
題
な
ど
を
中

心
に
他
の
町
村
を
参
考
に
し

て
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

３
つ
の
作
業
部
会
と
も
共

通
の
目
標
を
掲
げ
て
進
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
口
で

す
。
10
年
後
に
は
小
値
賀
町

の
人
口
を
３
０
０
０
人
に
す

る
た
め
に
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

政
策
や
ア
イ
デ
ア
を
集
約
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
の
11
月
を
目め

ど途
に
作

業
部
会
の
取
り
ま
と
め
を
し

て
、
そ
の
後
に
全
体
の
総
合

計
画
と
し
て
ま
と
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そこが聞きたい

これはどう考える？

地肌がむき出しになっている野崎島東側

夜に開かれる議員とボランティア委員による作業部会

　町長



　

小
値
賀
町
議
会
で
は
、「
開

か
れ
た
議
会
」「
町
民
と
と

も
に
あ
る
議
会
」
を
目
指
し

て
新
た
な
活
動
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
か
ら
始
め
て
い
る

「
出
前
議
会（
議
会
報
告
会
）」

で
は
主
に
当
初
予
算
を
中
心

出前議会に引き続き、「気軽にまじめな話を」を合言葉に、議会のオフサイトミーティングを活発に！

① 5人以上のグループの申し出により「あおぞら座談会」を開催。

② 9月定例会後にはテーマを決めて町内の各種団体や組織との意見交換会「議会と語ろう会」を予定！

５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
の
申
し
出
が
あ
れ
ば

　
　
　
　
　
　

議
会
は
ど
こ
へ
で
も
出
か
け
ま
す
。　

に
そ
の
年
の
町
の
計
画
に
つ

い
て
報
告
し
、
意
見
交
換
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
議
会
で

は
、
こ
の
度
、
新
た
に
２
つ

の
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
計
画
し
ま
し
た
。

あ
お
ぞ
ら
座
談
会

　

一
目
つ
は
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
開
か
れ
る
「
あ
お
ぞ

ら
座
談
会
」
で
す
。

　

少
人
数
で
議
会
と
意
見
交

換
を
し
て
み
た
い
方
や
町
政

へ
の
疑
問
、
困
っ
た
こ
と
な

ど
身
近
な
問
題
を
気
軽
に
話

し
合
っ
て
み
た
い
と
い
う

方
々
と
の
懇
談
の
場
を
作
ろ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

申
込
制
で
す
。

　

議
会
と
気
軽
に
話
を
し
て

み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、

５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
（
既

成
の
団
体
で
も
可
）
で
議
会

事
務
局
に
申
し
出
て
下
さ

い
。

　

希
望
日
時
、
場
所
、
出
席

議
員
の
数
な
ど
調
整
し
た
う

え
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

時
期
は
一
年
間
い
つ
で
も

Ｏ
Ｋ
で
す
。
お
気
軽
に
お
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
テ
ー

議
会
が
町
民
の
声
を
聴

く
の
は
な
ぜ
？

　

今
年
の
出
前
議
会
を
実
施

し
た
あ
る
地
区
で
次
の
よ
う

な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
議
会
は
、
こ
の
頃
よ
く

会
合
を
開
き
自
分
た
ち
を
寄

せ
て
話
を
す
る
機
会
を
作
っ

て
い
る
が
、
何
の
た
め
に
そ

う
し
て
い
る
の
か
。」

　

一
言
で
答
え
る
な
ら
、「
時

代
が
議
会
の
役
割
の
重
要
性

を
求
め
て
い
る
か
ら
。」
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
だ
か
ら
住
民
と
の
対
話

が
必
要
な
の
で
す
。　

　

従
来
の
地
方
自
治
は
３
割

自
治
と
い
わ
れ
、
地
方
の
課

題
に
対
す
る
政
策
の
ほ
と
ん

ど
を
国
が
作
っ
た
り
関
与
し

て
い
た
時
代
は
、
議
会
の
役

割
も
限
ら
れ
て
お
り
、
議
会

の
あ
り
方
が
町
政
の
カ
ギ
を

握
る
と
い
う
状
況
に
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

国
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
央

集
権
的
な
地
方
の
政
策
を
地

方
分
権
と
い
う
本
来
の
地
方

自
治
の
形
に
変
え
て
い
こ
う

と
大
き
く
舵
を
切
り
ま
し

た
。

　

地
方
自
治
法
の
大
改
正
を

は
じ
め
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な

制
度
を
変
更
し
、
地
方
間
競

争
の
時
代
へ
と
導
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
「
何
が
必
要

で
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
。」
を
自
治
体
自
ら
が
決

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
方
分
権
の
時
代
に
お
い

て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
が
重
要
で
す
。
そ
の
意
見

を
抽
出
し
、
政
策
に
し
て
い

く
役
割
が
議
会
で
す
。
議
会

の
役
割
が
前
に
も
ま
し
て
重

要
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た

す
た
め
に
は
、
町
民
と
の
対

話
や
意
見
の
吸
い
上
げ
な
ど

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
な
に

よ
り
「
町
民
と
と
も
に
あ
る

議
会
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

　

小
値
賀
町
議
会
は
、
こ
う

し
た
考
え
の
も
と
、
皆
さ
ん

と
議
会
の
距
離
を
縮
め
る
た

め
に
議
場
を
離
れ
て
気
軽
に

ま
じ
め
な
話
を
す
る
場
を
た

く
さ
ん
設
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
は
自
由
で
す
。

議
会
と
語
ろ
う
会

　

二
つ
目
は
、「
議
会
と
語

ろ
う
会
」
で
す
。

　

９
月
定
例
会
後
に
、
各
団

体
を
対
象
に
テ
ー
マ
を
決
め

て
、
議
会
と
意
見
交
換
を
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
次

年
度
の
計
画
に
反
映
で
き
る

も
の
が
具
体
的
に
出
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の「
議
会
と
語
ろ
う
会
」

は
、
議
会
か
ら
テ
ー
マ
を
提

示
し
て
各
団
体
へ
申
し
入
れ

る
こ
と
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
テ
ー
マ
に
よ
っ
て

は
対
象
団
体
が
絞
ら
れ
ま
す

が
、
議
会
か
ら
の
申
し
出
が

あ
っ
た
時
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
団
体
の
方
か

ら
の
「
議
会
と
語
ろ
う
会
」

開
催
要
請
も
お
受
け
い
た
し

ま
す
の
で
、
議
会
事
務
局
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
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オフサイトミーティングとは？

　現場を離れた場所（off-site）で行われ

る会議という意味です。重要な課題や案

件を検討するにあたり、よりオープンで

活発な議論を促すために、あえて外に場

所を移し、日常の会議室から離れた特別

な環境で集中的にミーティングを実施す

ることを指します。

　議会の会議室から離れて、自由な雰囲

気で「気軽にまじめな話をする」場を持

つために行う座談会という意味で使うよ

うにします。

熟年大学受講生との座談会

少人数での懇談会

「あおぞら座談会」で自由な意見交換を！



後
期
の
委
員
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

総務文教厚生常任委員会

委員長　　宮﨑良保　議員

副委員長　岩坪義光　議員

委員　　　浦　英明　議員

　　　　　土川重佳　議員

　　　　　近藤育雄　議員

産業建設常任委員会

委員長　　松屋治郎　議員

副委員長　末永一朗　議員

委員　　　立石隆教　議員

　　　　　伊藤忠之　議員

　　　　　小辻隆治郎議員

広報常任委員会

委員長　　浦　英明　議員

副委員長　小辻隆治郎議員

委員　　　宮﨑良保　議員

　　　　　松屋治郎　議員

　　　　　近藤育雄　議員

議会運営委員会

委員長　　末永一朗　議員

副委員長　岩坪義光　議員

委員　　　伊藤忠之　議員

　　　　　宮﨑良保　議員

　　　　　松屋治郎　議員

　

藻
場
再
生
調
査
特
別
委
員
会
は
松
屋
治
郎
議

員
が
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
と
な
り
ま

し
た
の
で
委
員
を
退
き
、
代
わ
っ
て
土
川
重
佳

議
員
が
委
員
に
な
り
ま
し
た
。
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広
報
常
任
委
員
会
で
は
、
議
会
の
動
き
、
活
動

な
ど
を
、
町
民
の
皆
様
へ
、
分
か
り
や
す
く
、
読

み
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
編
集
を
中
心
に
、
広

報
全
般
に
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
に
つ
い
て
は
、「
分
か
り
に

く
い
専
門
用
語
は
避
け
る
。」「
審
議
さ
れ
た
結
果

を
、
そ
の
ま
ま
生
で
出
す
の
で
は
な
く
読
み
手
の

側
に
立
っ
た
努
力
を
す
る
。」
つ
ま
り
読
み
手
が
、

次
の
誰
か
に
話
し
た
く
な
る
よ
う
な
、
二
次
効
果

の
あ
る
書
き
方
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
発
信
し
、
順
次
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も
見
て
い
た
だ
き
、
コ
メ
ン
ト

す
る
な
り
、
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
知
ら

せ
願
い
ま
す
。

　

２
年
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
布
陣
で
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

浦　

英
明

　　「小値賀町議会フェイスブック」で検索してください。

　小値賀町議会は 5 月 1 日から、独自のフェイスブックページを立ち上げて各種情報発信を
行なっています。
　毎定例会直後に発行している「議会だより」は概ね年 4 回皆様にお届けしておりますが、
紙面の制約上、詳しい内容をお伝えすることは困難です。
　また、議会や委員会は閉会中であっても日々活動を続けており、その活動内容を広くお伝え
することができずにおりました。
　そこで、最近利用者が急増しているフェイスブックに目をつけ、「議会活動の情報発信」「町
民との直接対話」を目的として、4 人で専属チームを結成し、情報発信を始めました。
　お伝えする内容は、本会議や全員協議会、各委員会の開催日の周知や内容紹介、研修や視察
実施の概要などを写真つきで提供していきます。
　早め早めの更新を目指し、皆様からの感想・コメントをお待ちいたしております。よろしく
お願いします。

　

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
委
員
長
に
再
度

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
各
位
の
生
活
の

安
心
・
安
全
と
、
教
育
の
充
実
に
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

小
値
賀
町
と
人
と
自
然
と
社
会
の
共
生
を
目
指

し
、
過
去
か
ら
引
き
継
い
だ
財
産
を
、
よ
り
発
展

支
え
る
た
め
、
小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦
を
目
指

し
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

宮
﨑
良
保

　

小
値
賀
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
漁
業
は
高

齢
化
等
、
種
々
の
要
因
に
よ
り
生
産
力
の
低
下
と

離
島
ゆ
え
の
不
利
条
件
も
重
な
り
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
観
光
産
業
は
国
立
公
園
に
も
な
っ
て
い

る
自
然
環
境
と
農
漁
業
を
活
か
し
た
体
験
型
観
光

を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
総
務
大
臣

大
賞
、
農
林
水
産
大
臣
賞
等
、
数
々
の
表
彰
を
受

け
、
観
光
客
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

新
離
島
振
興
法
等
の
活
用
に
よ
り
、
農
水
産
業
と

観
光
産
業
を
絡
め
た
振
興
策
を
充
実
さ
せ
、
活
力

あ
る
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

委
員
長　

松
屋
治
郎

　

私
は
こ
の
度
、
議
会
運
営
委
員
長
に
な
り
ま
し

た
が
、
初
め
て
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
戸
惑
う
こ

と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

委
員
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
２
年

間
自
分
な
り
に
努
力
し
て
実
の
あ
る
委
員
会
に
な

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

末
永
一
朗

小値賀町議会はフェイスブックを始めました。

https://www.facebook.com/ojikagikai

小
値
賀
町
議
会
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
写
真

と
カ
バ
ー
写
真

プロフィール写真フェイスブックページのカバー写真

　

小
値
賀
町
議
会
で
は
、
委
員
の
任
期
を
２
年
と
し
て

お
り
、
本
年
の
５
月
か
ら
新
た
な
委
員
会
活
動
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。



り
で
す
。

　

地
区
に
よ
っ
て
は
、
ほ
と

ん
ど
質
問
や
意
見
が
な
か
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
地
区
で
こ
れ
か
ら
取

り
組
む
べ
き
小
値
賀
の
活
性

化
策
な
ど
に
つ
い
て
提
言
を

い
た
だ
き
、
意
義
あ
る
意
見

交
換
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
今
後
の
取
り

組
み
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
〈
出
前
議
会
の
目
的
〉

　

本
格
的
な
地
方
分
権
の
時

代
と
な
っ
て
お
り
、
多
様
な

意
見
の
吸
い
上
げ
が
重
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

議
員
個
人
レ
ベ
ル
で
は
住

長
さ
ん
に
後
日
文
書
で
ご
通

知
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

各
地
区
の
出
席
人
数
及
び

出
席
率
は
次
の
表
に
示
す
通

様
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
し

た
。

　

直
接
回
答
を
す
べ
き
も
の

に
つ
い
て
は
、
該
当
地
区
会

出てきた質問・意見の数
産業活性化関連 23
福祉・高齢者対策 13
教育関連 12
交通関連 11
環境関連 11
医療関連 ８
予算関連 ７
観光関連 ５
藻場の再生問題 ５
人口問題 ２
その他 12

実施月日 　　　　　第一班 　　　　第 2 班 　　　　第 3 班
　地区 出席数 出席率 　地区 出席数 出席率 　地区 出席数 出席率

3 月 16日（土） 唐見崎 18 人 34,8％
3 月 17 日（日） 笛吹 　8 人 0,7％
3 月 18 日（月） 納島 10 人 42,3％ 柳 9 人 4,4％
3 月 19 日（火） 班 31 人 14,7％ 木場 11 人 11,9％ 相津 7 人 6,8％
3 月 20 日（水） 黒島 17 人 27,5% 中村 8 人 6,6％
3 月 21 日（木） 浜津 　4 人 1,7％ 笛吹在 7 人 4,9％ 前方後目 13 人 21,7％
3 月 22 日（金） 六島 14 人 87,5% 大浦 11 人 13,6％ 筒井浦 13 人 15,3％
3 月 23 日（土） 牛渡 7 人 25％ 大島 24 人 32,9％
各班合計 92 人 54 人 66 人
総合計 212 人

地区ごとの出前議会出席者数

社会福祉施設の増設を検討して！

イノシシ対策・カラス対策を何とかして！

　

①
に
つ
い
て
は
、
生
化
学

検
査
機
の
買
い
替
え
、
②
に

つ
い
て
は
、
海
か
ら
の
上
陸

を
阻
止
す
る
た
め
、
ポ
イ
ン

ト
に
設
置
す
る
も
の
、
③
に

つ
い
て
は
、
強
制
執
行
も
視

野
に
入
れ
て
対
応
す
る
こ
と

を
検
討
す
る
よ
う
議
会
か
ら

要
望
し
た
と
説
明
し
ま
し

た
。

　

④
に
つ
い
て
は
、
下
水
道

事
業
や
畑
総
事
業
な
ど
大
型

整
備
事
業
に
よ
る
も
の
と
答

え
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
に
関
し
て
は
、

フ
ェ
リ
ー
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
の
交
通
問
題
、
薬
店

の
誘
致
な
ど
医
療
関
係
問

題
、
公
衆
ト
イ
レ
の
整
備
な

ど
観
光
問
題
、
高
齢
者
施
設

不
足
な
ど
の
福
祉
問
題
、
給

食
な
ど
教
育
問
題
、
有
害
鳥

獣
対
策
な
ど
や
燃
油
高
騰
対

策
、
藻
場
再
生
な
ど
産
業
関

連
、
ご
み
等
の
環
境
関
連
問

題
な
ど
、
幅
広
く
町
民
の
皆

　

平
成
25
年
度
の
出
前
議
会

（
議
会
報
告
会
）
が
、
３
月

の
定
例
会
後
３
月
16
日
か
ら

23
日
に
各
地
区
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
議
員
が
３
班
に

分
か
れ
て
、
全
部
で
17
か
所

を
回
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
お
い
て
の

小
値
賀
町
の
一
年
間
の
仕
事

の
青
写
真
を
議
会
の
立
場
か

ら
解
説
し
、
新
た
に
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
事
業
の
内

容
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
審
議
の
過
程
に
つ
い

て
も
報
告
し
ま
し
た
。

　

予
算
の
質
問
で
は
、
①

「
医
療
関
連
で
購
入
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
何
を
購
入

す
る
の
か
」、
②
「
イ
ノ
シ

シ
対
策
の
電
柵
整
備
の
内
容

は
？
」、
③
「
町
税
の
滞
納

者
へ
の
対
応
は
ど
う
す
る
の

か
」、
④
「
町
の
借
金
は
な

ぜ
増
え
た
の
か
」
な
ど
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

『
抜
港
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
九
州
商
船
に
交
渉
を
！
』

『
税
の
公
平
の
観
点
か
ら
滞
納
者
の
問
題
は
き
ち
ん
と
せ
よ
！
』
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民
と
の
関
係
を
築
い
て
い
る

の
で
、
議
員
活
動
を
通
し
て

意
見
を
行
政
に
反
映
し
て
い

る
と
い
え
て
も
、
議
会
と
し

て
あ
る
い
は
機
関
（
組
織
）

と
し
て
の
住
民
参
加
に
つ
い

て
は
未
だ
具
体
的
な
形
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
「
議
会
」
と
い
う

レ
ベ
ル
で
、
住
民
と
の
関
わ

り
を
作
っ
て
い
く
こ
と
、
そ

し
て
機
関
と
し
て
住
民
参
加

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

開
か
れ
た
議
会
、
住
民
参

画
の
議
会
に
す
る
た
め
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
小
値
賀

町
議
会
は
今
後
と
も
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
議
会

の
報
告
会
と
意
見
交
換
会
を

か
ね
て
「
出
前
議
会
」
と
称

し
て
こ
れ
を
実
施
し
て
い
る

の
で
す
。

　

な
に
と
ぞ
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。



議会の「取扱説明書」４

議会の委員会とは？
　　請願は常任委員会で審査

　

今
回
は
、
委
員
会
制
度
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

委
員
会
は
、
議
会
の
下
部

審
査
機
関
（
内
部
機
関
）
で

常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
、
特
別
委
員
会
の
三
種

が
あ
り
ま
す
。

　

常
任
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ

れ
所
管
す
る
小
値
賀
町
行
政

の
事
務
に
関
す
る
調
査
を
行

い
、
議
案
、
請
願
・
陳
情
を

審
査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

る
も
の
で
、
本
町
で
は
、「
総

務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
」

と「
産
業
建
設
常
任
委
員
会
」

の
２
つ
で
す
。
し
か
し
、
法

律
の
改
正
に
よ
り
、
常
設
が

必
要
な
議
会
だ
よ
り
編
集
の

機
関
で
あ
る
「
広
報
常
任
委

員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
の

で
、
現
在
は
合
わ
せ
て
３
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
議

会
の
運
営
を
円
滑
及
び
効
率

的
に
進
め
る
た
め
の
委
員
会

で
す
。
会
期
の
決
定
や
審
議

の
段
取
り
な
ど
を
話
し
合
い

ま
す
。

　

特
別
委
員
会
は
、
特
定
の

問
題
に
限
っ
て
設
置
さ
れ
る

臨
時
的
な
機
関
で
あ
り
、
そ

の
問
題
の
審
査
や
調
査
が
終

了
す
れ
ば
消
滅
す
る
も
の
で

す
。
小
値
賀
町
で
は
、現
在
、

「
藻
場
再
生
調
査
特
別
委
員

会
」が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
種
多
様
で
広
範
囲
な
行

政
の
事
務
を
審
議
す
る
に
は

本
会
議
の
み
で
は
万
全
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

　

常
任
委
員
会
は
、
審
議
の

専
門
化
を
図
り
議
会
の
重
要

な
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

所
管
事
務
等
に
関
連
し
て
政

策
を
立
案
提
言
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
値
賀
町
で
は
、
総
務
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
と
産
業

建
設
常
任
委
員
会
の
2
つ
で

行
政
全
般
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管

は
次
の
通
り
で
す
。

【
総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
】
委
員
は
５
人

　
（
所
管
）

　

出
納
室
、
総
務
課
、
選
挙

　

管
理
委
員
会
、
監
査
委
員

、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

会
、
住
民
課
、
保
育
所
、

　

診
療
所
、
教
育
委
員
会
に

　

関
す
る
事
務
及
び
他
の
常

　

任
委
員
会
に
属
さ
な
い
事

　

務
【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

委
員
は
５
人

　
（
所
管
）

　

産
業
振
興
課
、
建
設
課
、

　

農
業
委
員
会
に
関
す
る
事

　

務

　

常
任
委
員
会
の
具
体
的
な

仕
事
は
、
第
１
に
本
会
議
の

議
案
審
議
の
サ
ブ
的
役
割
で

す
。

　

第
２
に
、
そ
の
た
め
に
常

に
所
管
の
事
業
や
事
務
に
つ

い
て
、
調
査
研
究
及
び
事
業

評
価
を
怠
ら
な
い
こ
と
で

　
　

４
年
前
「
ミ
ツ

　

バ
チ
が
巣
箱
の
中

　

に
蜂
蜜
を
残
し
た

　

ま
ま
大
量
失
踪
し

　

た
。
ツ
バ
メ
を
郊

　

外
で
見
な
か
っ
た
。

   

夏
に
訪
れ
た
小
値

賀
や
平
戸
島
、
松
浦
一
帯
が

そ
う
だ
っ
た
。」
と
の
異
常

現
象
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。

　

原
因
は
、環
境
の
変
化
等
、

複
合
的
要
因
で
起
き
た
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
生
態
系
に

配
慮
し
た
町
づ
く
り
の
た

め
、
原
因
究
明
が
必
要
だ
。

　

町
づ
く
り
と
い
え
ば
、
10

年
間
を
見
据
え
た
議
会
版

『
小
値
賀
町
総
合
計
画
』
策

定
作
業
を
展
開
中
で
す
。
委

員
に
漁
業
関
係
の
方
が
い
な

い
の
で
、是
非
、ご
参
加
を
！

　

何
年
ぶ
り
の
編
集
だ
ろ

う
。
２
年
間
、
活
字
と
の
戦

い
が
始
ま
る
。
ペ
ン
を
持
つ

手
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
打
つ
手

に
変
化
し
な
が
ら
、
こ
れ
で

よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
自
問
自

答
し
な
が
ら
編
集
に
勤い

そ

し
む

梅
雨
の
日
々
。

　
　
　
　
　
　
　

浦　

英
明

す
。

　

第
３
に
請
願
・
陳
情
の
審

査
で
す
。

　

請
願
・
陳
情
の
権
利

　

こ
の
３
番
目
は
、
町
民
か

ら
あ
ま
り
関
心
を
持
た
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す
が
、
法
律

に
も
裏
付
け
さ
れ
た
立
派
な

町
民
の
権
利
で
す
。

　

困
り
事
が
発
生
し
た
場

合
、
ど
こ
に
相
談
に
行
き
ま

す
か
？

　

議
会
に
も
相
談
に
乗
っ
て

も
ら
う
方
法
が
あ
る
の
で

す
。

　

次
回
は
、
困
っ
た
時
の
請

願
や
陳
情
を
テ
ー
マ
と
し
ま

す
。
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広報常任委員会による議会だより編集


